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創作

目次は分野ごとに
スッキリ見やすく
まとめました
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中村佑介さんが表紙のイラストに表現したこと
中村さんは，教科書の中身が出来上がったころ，
口絵から資料までの全てのページに目を通し，イラストのラフ描きを始めます。
この教科書では鑑賞が柱になっていることを読み取って，西洋音楽の鑑賞ページにある，
ミケランジェロの『最後の審判』をモティーフの中心に選びました。
高校生がワクワクした気持ちで音楽の授業が受けられるよう，さまざまな要素を描き
込んでいきます。
天国のおちゃめな天使たち，地獄のひょうきんなドラゴンや魔女。
そして，天と地の境には『春の祭典』の衣装を着た女の子たちや日本の伝統芸能の演者，
ロックのジミ・ヘンドリックスやバッハの姿もあります。
多様で豊かな音楽をたくさん聴き，感じ取ってほしいという願いを込めて描かれてい
ます。
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●教材を選択しやすくするために，活動の分野ごとに配列しました。

全体の構成

表紙

口絵

基
礎
ペ
ー
ジ

歌唱
教科書
  P.8～21

思いを込めて歌おう　『糸』 （中島みゆき）他 4曲

日本の歌曲を歌おう　『からたちの花』 1曲

イタリア語の歌曲を歌おう　『うつろの心』 1曲

ドイツ語の歌曲を歌おう　『子守歌』 1曲

フランス語の歌曲を歌おう　『愛の讃歌』 1曲

器楽
教科書
  P.22～27

ギターを弾こう　『Stand By Me』 1曲

合奏を楽しもう　『One』 1曲

篠笛を吹こう　『秋の宵』 １曲

創作
教科書
  P.28～31

BGMをつくろう

鑑
賞
ペ
ー
ジ

鑑賞
教科書
  P.32～63

西洋音楽の鑑賞　 12曲

日本の伝統音楽　文楽『一谷嫰軍記』 他 2曲

　●義太夫節を語ろう　『一谷嫰軍記』から （鑑賞から歌唱へ）

世界の諸民族の音楽　『クンブ ソラ』 他 7曲

ポピュラー音楽　『In the Mood』 他 2曲

発
展
ペ
ー
ジ

音楽の歓び
教科書
  P.64～105

独唱　『早春賦』『優雅な月よ』 他　 9曲

合唱　『夏は来ぬ』『流浪の民』 他 6曲

器楽　『America』『ノルウェーの森』 他 4曲

資
料

資料
教科書
P.105～117

楽典，オーケストラの編成，コードネームとダイヤグラム，
リコーダーの運指表，音楽史年表，音楽の著作権について
知ろう

P.118～裏表紙裏（P.119）

同二［女ニ／男ニ］（2）
同三［女三／男三］（1）
混四（2），男四（1）

※表中の同ニ，同三は混声合唱でも演奏できます。

歌唱
・学習目標の明示
・フランス語の発音を丁寧に解説
・学習をサポートする実践的なコラム

（→本書P.６・７）

器楽
・学習目標の明示
・生徒に負担のかからない難易度と選曲
・多様な活動を展開できる編曲

（→本書P.７）

鑑賞
・楽曲を理解するための手がかりを明示
・聴いて曲の魅力を実感できる活動

（→本書P.８～11）

音楽の歓び
・高校の定番曲を満載した楽譜ページ
・基礎ページで身に付けたことを発展的　
　に捉えられる

収録曲数

資料
・楽典，オーケストラの編成などの充実
　した資料
・実際の音楽の授業やクラブ活動で使い
　勝手抜群

（→本書P.12）

時代を超えて鳴り響く《怒りの日》
（『幻想交響曲』 他），『ブランデ
ンブルク協奏曲第２番』 ，『２台
のピアノのためのソナタ ニ長
調』，『ヴァイオリン協奏曲 ホ短
調』，オペラ『カルメン』 他

創作
・小・中学校で既習の音素材による創作
・高校生が到達点をイメージできるテー
　マを設定

（→本書P.12）



新しい美の
可能性を求めて

オペラ，バレエ，歌舞伎といった舞台芸術は，斬新な演出を
試みたり，異なる分野の題材を選んだりすることで，現代の我々
にさらなる美の可能性を示してくれる。
ビゼーのオペラ『カルメン』（ p.42）は，身体表現の極みであ
るバレエで演じられることによって，視覚の美にスポットを
当てた新たな舞台芸術として生まれ変わった。 ©Jin Kimoto

歓声に沸く闘牛場の外で争うカルメンとホセ。
ドン·ホセ：熊

くま
川
かわ
哲
てつ
也
や
，カルメン：白

しら
石
いし
あゆ美

Tetsuya Kumakawa K-BALLET COMPANY 
Autumn2015 『カルメン』から　演出・振

ふり
付
つけ
：熊川哲也
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この作品では，舞台装置として鏡が効果的に使われている。
音楽には長唄の他，ラテン語の歌詞による少年たちの歌や
チェンバロが用いられている。

獅
し
子
し
丸
まる
 実は 琵

び
琶
わ
姫
ひめ
：尾

おの え
上菊
きく
之
の
助
すけ

大
おお
篠
しの
左
さ
大
だい
臣
じん
：中

なか
村
むら
錦
きん
之
の
助
すけ

久
く
利
り
男
お
：尾

おの え
上松

まつ
也
や

幡
ばん
　太

た
：坂
ばん
東
どう
秀
しゅう
調
ちょう

『NINAGAWA十二夜』ロンドン公演（2009年）から
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歌舞伎と
シェークスピアの出会い
歌舞伎俳優たちは，古典の作品を伝承するだけではなく，時代の感性を取り入れた
新作の創造にも積極的に取り組んできた。『NINAGAWA十二夜』（蜷

にな

川
がわ

幸
ゆき

雄
お

演出，
2005年初演）は，シェークスピアの喜劇『十二夜』を題材にした歌舞伎の新作である。
2009年にはロンドンでも上演され，大好評を博した。

▶大阪府大阪市・四し天てん王のう寺じ

▶長崎県長崎市

▶秋田県鹿
か

角
づの

市

　元来は，年中行事やそれにまつわる風習などをまとめた書物。
現在では，俳句の季語（特定の季節を表す言葉）を集めて分類し，
解説や作例となる句を紹介した書物を指す。

歳時記とは

『蘇利古』では，和紙に張った白絹に，
墨で人の顔を描いた「雑

ぞう
面
めん
」を用いる。

　古来日本人は，四季折々の祭りや行事などをとても大切にしてきました。これらの中で行われる
音楽や舞踊は，地域に根ざした郷土の芸能（民俗芸能）として伝承されてきました。ここでは，各地
の風物詩としても親しまれている４つの芸能とこれらを詠んだ俳句を通して，言葉の中に息づく“日
本の音”を味わいましょう。

　「聖霊会」は，毎年4月22日（開祖である聖徳太子の命日）に催される法要です。
約1400年の歴史をもつこの法要は，日本三舞台の一つとして知られる亀の池の石
舞台で行われ，「声

しょう
明
みょう
」と「雅

が
楽
がく
」の舞楽が奉納されます。

　写真は，高
こ
麗
ま
楽
がく
による『蘇

そ
利
り
古
こ
』という舞楽です。舞楽法要の最初に行われる『蘇

利古』は，一説には太子の目覚めを慰めるための供
く
養
よう
舞
まい
であるといわれ，聖霊会に

は欠かすことのできない演目です。
　朝鮮半島から伝来した高麗楽の伴奏楽器には，篳

ひち
篥
りき
，高

こ
麗
ま
笛
ぶえ
，三

さん
ノ
の
鼓
つづみ
，太

たい
鼓
こ
，鉦

しょう

鼓
こ
が用いられます。

　「阿波おどり」は，毎年８月12～15日に行われ
る盆

ぼん
踊
おどり
です。約400年の歴史をもつこの盆踊は，

例年延べ100万人以上の人出でにぎわい，全国
でも有数の祭りとして知られています。
　「阿波よしこの」と呼ばれる歌と，三

しゃ
味
み
線
せん
や大太

鼓，締
しめ
太鼓，鉦

かね
，笛などの「鳴りもの」で演奏され

る軽快で陽気な音楽に合わせて，「連
れん
」と呼ばれる

踊り手の集団がそれぞれ工夫を凝らした踊りを披
露します。写真は「女踊り」で，浴

ゆ か た
衣に編み笠

がさ
，下

げ

駄
た
姿で足さばきも鮮やかに踊ります。

　「長崎くんち」は，毎年10月７～９日に行わ
れる諏

す
訪
わ
神社の例大祭です。奉納踊（出し物）に

は「本
ほん
踊
おどり
」や「太

コッコデショ
鼓山」の他，外来文化の影響を色

濃く残す「龍
じゃ
踊
おどり
」「阿

お
蘭
らん
陀
だ
万
まん
歳
ざい
」などもあり，江

戸時代に中国やオランダとの通商の窓口となっ
た長崎ならではの国際色豊かな祭礼です。
　写真の「龍踊」は，唐人屋敷で行われていたも
のが伝えられたといわれています。「龍

じゃ
囃
ば や し
子」に

は，龍の声を表すという長
なが
喇
らっ
叭
ぱ
の他，大

おお
銅
ど
鑼
ら
，

大太鼓，皺
かっ
鼓
こ
，小

こ
鉦
しょう
，蓮

ばっつお
葉鉦が用いられます。

＊蛇踊：龍踊の昔の表記。　＊蛇衆（龍衆）：龍の操り手。

　「大日堂舞楽」は，毎年１月２日に八
はち
幡
まん
平
たい

小
あ ず き
豆沢

さわ
地区にある大

おお
日
ひる
霊
め
貴
むち
神社（通称大日堂）

で行われる舞楽です。約1300年前に都の楽
がく

人
にん
によって伝えられた舞楽が起源とされ，そ

の年の安全，五穀豊
ほう
穣
じょう
，無病息災などを祈願

して奉納されます。
　写真の「鳥舞」は，神社創建の由来となった
だんぶり長者が飼育していた鶏の遊ぶ様子を，
舞にしたといわれています。３人の童子が，
それぞれ雄，雌，雛

ひな
の鳥

とり
甲
かぶと
をかぶり，日の丸

の扇子を持って（雄は鈴も持つ）舞います。伴
奏楽器には，笛と太鼓が用いられます。

聖
しょう

霊
りょう

会
え

の舞
ぶ

楽
がく

▶徳島県徳島市
阿
あ

波
わ

おどり

長崎くんち奉
ほう

納
のう

踊
おどり

大
だい

日
にち

堂
どう

舞楽
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夏

冬

春
秋

音の歳時記

※俳句の出典：「合本 現代俳句歳時記」（角川春樹事務所），「俳句の祭 上巻」「俳句の祭 下巻」（創元社）

鳥と
り

舞ま
い

や
鳥
の
し
ぐ
さ
の
幼
お
さ
な

振
り

　
　水
木
な
ま
こ

蛇じ
ゃ

踊お
ど
りの
蛇じ
ゃ

衆し
ゅ
う

十
人
秋
の
風

　
　野の

見み

山や
ま

朱あ
す
か鳥

夕
立
の
上あ
が

る
を
待
た
ず
阿
波
踊お
ど
り

　
　上う

え

崎さ
き

暮ぼ

潮ち
ょ
う

聖
霊
会
あ
ま
た
の
亀か
め

も
浮
き
出い

で
て

　
　土つ

ち

田だ

春し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

～俳句に詠
よ

まれた
　　　  郷土の芸能～
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　第二次世界大戦が終わると，日本でも本格的な映画が製作されるようになります。黒澤 明(1910-1998)を
はじめ，映画に使われる音楽にも強い関心をもつ映画監督が増え，映画における音楽は，映像と一体となって
効果的な演出効果を上げる重要な要素として認識されていきました。日本を代表する作曲家が映画音楽に積極
的に関わることも増え，個性あふれる映画音楽が生み出されています。

日本の作曲家による映画音楽

　《ゴジラのメインテーマ》は，水爆実験で甦
よみがえ
っ

た太古の怪獣ゴジラに立ち向かう，人類の叡
えい
智
ち
を

うたう曲としてつくられました。オーケストラに
よって演奏される素朴ながらも原始的で力強いリ
ズムの旋律は，ゴジラの存在を強烈に印象付けま
した。

　小
こ
泉
いずみ
八
や
雲
くも
（ラフカディオ·ハーン）の怪談作品に

基づく『黒髪』『雪女』『耳無し芳
ほう
一
いち
の話』『茶

ちゃ
碗
わん
の中』

の４つからなるオムニバス形式の映画で，幻想的
な美しい映像美が海外で高く評価されました。武
満はミュジック コンクレートやテープ音楽*の手
法を用いて，映画の情景を描写しました。『耳無
し芳一の話』は，琵

び
琶
わ
法師で平家物語の名手であ

る芳一が，平家の怨
おん
霊
りょう
に取り憑

つ
かれるという話で

す。武満は，テープに録音した能の謡
うたい
を加工しこ

の物語に繰り返し登場する「波の音」として用いる
ことで，平家の恨みを暗示することに成功しまし
た。

　第二次世界大戦中の日本軍俘
ふ
虜
りょ
収容所を舞台に，

日本とイギリス，２つの国の軍人たちを描いた作
品です。デヴィッド·ボウイやビートたけし，坂本
龍一といったキャストを起用したことでも話題に
なりました。ラストシーンで流れる譜例の曲は，ビー
トたけし演じるハラ軍曹がロレンス中佐に語る言
葉をオマージュします。

1954年公開
監督（本編）： 本

ほん

多
だ

猪
い

四
し

郎
ろう

監督（特撮）： 円
つぶら

谷
や

英
えい

二
じ

1964年先行公開
監督：小

こ

林
ばやし

正
まさ

樹
き

1983年公開
監督：大

おお

島
しま

 渚
なぎさ

ゴジラのメインテーマ
Merry Christmas Mr.Lawrence

　アイヌの音楽と日本の伝統音楽
から影響を受け，民俗的な力強い
作品を多数作曲。また，芥

あくた
川
がわ
也
や
寸
す

志
し
や黛

まゆずみ
 敏
とし
郎
ろう
，矢

や
代
しろ
秋
あき
雄
お
など多く

の後進を育てた。

　1951年に画家や詩人などとと
もに「実験工房」を結成。『弦楽の
ためのレクイエム』がストラヴィ
ンスキーに認められ，国際的に評
価されるようになった。

伊
い

福
ふ く

部
べ

 昭
あきら

（1914-2006） 武
た け

満
み つ

 徹
とおる

（1930-1996）

　「YMO（イエロー·マジック·オー
ケストラ）」などで，人気ミュージ
シャンとして活躍。現代音楽，テ
クノ，Ｒ＆Ｂなど多様な音楽を取
り入れた作品を発表している。

坂
さ か

本
も と

龍
りゅう

一
い ち

（1952-   ）

ゴジラ
　盗賊と化した野武士から秋の収穫を守るために，
農民たちは７人の侍を雇いました。農民と７人の
侍たちは，身分の違いを超えて団結し，野武士た
ちと必死に戦います。早坂は《侍のテーマ》を，農
民と侍たちとのやりとりに沿って変化させて用い，
さまざまなシーンの心理描写に成功しました。

1954年公開
監督：黒

くろ

澤
さわ

 明
あきら

侍のテーマ

　東洋の音楽に価値を認め，独自
の音楽語法を確立した。彼の音楽
は武満 徹や湯

ゆ
浅
あさ
譲
じょう
二
じ
など次の世

代の作曲家に大きな影響を与えた。

早
は や

坂
さ か

文
ふ み

雄
お

（1914-1955）

七人の侍 怪談 戦場のメリー
クリスマス

＊音素材を記録した録音テープを編集してつくられた音楽。

5●学習活動を強力にサポートする特集ページを随所に設けています。

（教科書P.118・119)

（教科書P.2・3)

（教科書P.4・5)

特集（口絵）　 西洋音楽はオペラ『カルメン』のバレエによる舞台を，
　　　　　 日本の伝統音楽からは，シェークスピアを題材とした
　　　　　 新作歌舞伎を取り上げました。

（教科書P.55)

（教科書P.56・57)

特集 　日本の作曲家による映画音楽
個性あふれる映画音楽から，日本を代表
する作曲家を知ることができます。

　平安時代後期に権勢を誇った，平
たいらの

清
きよ

盛
もり

一門の栄枯盛衰を描いた軍記物語。源平の合戦で滅亡した一門の鎮魂と仏教
の布教のために，「琵

び

琶
わ

法
ほう

師
し

」と呼ばれる盲人演奏家が語り，貴族社会のみならず一般庶民にも広く親しまれた。
　文楽『一

いちの

谷
たに

嫰
ふたば

軍
ぐん

記
き

』や能『敦
あつ

盛
もり

』の題材となった「敦盛最
さい

期
ご

」の他，物語の序章である「祇
ぎ

園
おん

精
しょう

舎
じゃ

」，弓の名手として知られ
る那

な

須
すの

与
よ

一
いち

を描いた「扇の的」などのくだりがよく知られている。

　平家で用いられる琵琶を「平家琵琶」といいます。持ち運びがしや
すいように楽琵琶を小型化したものだと考えられています。楽琵琶
と平家琵琶では，柱

じゅう

の数や撥
ばち

面
めん

の月型，撥の形に違いがあります。

『平家物語』とは

「平家」について

「平家琵琶」について

　琵琶の弾き語りで『平家物語』を語る音楽を，「平家（平家琵琶，平
へい

曲
きょく

ともい
う）」といいます。鎌倉時代に生まれた平家は，先行芸能である「声

しょう

明
みょう

」の旋律
や，「雅

が

楽
がく

」で用いられる楽
がく

琵
び

琶
わ

の奏法などに影響を受けて発展し，南北朝時
代（1336～1392）にその全盛期を迎えました。江戸時代には，幕府の式

しき

楽
がく

（儀
式の際の音楽）に用いられ，茶人や俳人，儒学者などの知識人の間で，優雅
で知的な趣味として愛好されました。
　平家『祇園精舎』は，平家一門の鎮魂を願いながら朗々と語られます。１音
節で，音高の異なる複数の音を装飾的に語るのが特徴です。

江戸時代中期に編
へん
纂
さん
された平家の譜本「平家正

ま
節
ぶし
」（尾崎家本）

平家を弾き語りする琵琶法師
「七十一番職人歌

うた
合
あわせ

」（東京国立博物館蔵）

　「平家」は，能や文楽（人形浄瑠璃），地歌・箏
そう

曲
きょく

，歌舞伎など，後世に生まれたさまざまな芸能や音楽に大きな影響を
与えた。世

ぜ

阿
あ

弥
み

は平家に対する造
ぞう

詣
けい

が深かったといわれており，能には『平家物語』を題材にした作品が数多くある。ま
た15世紀に興

おこ

った浄瑠璃は，もともと琵琶法師が語り始めた音楽である。文楽（人形浄瑠璃）は，浄瑠璃の語りと人形
芝居，そして16世紀に伝来した三味線が結び付いて発展し，成立したものである。

「平家」が能や文楽（人形浄瑠璃）に与えた影響

＊声明：仏教儀式で行われる声楽のこと。中でも，釈
しゃ
迦
か
や高僧などの徳をたたえる

　内容を漢文訓読体で唱える「講
こう
式
しき
」の旋律は，平家や謡

うたい
，浄

じょう
瑠
る
璃
り
など，後世の語り

　物に大きな影響を与えた。

『平家物語』の音楽
55

平家『祇園精舎』

柱が５柱である。

銀製の月型が
付けられてい
る。

撥先の両端が
とがっている。

柱が4柱である。

楽琵琶 平家琵琶

特集 　音の歳時記
日本の郷土芸能を詠んだ俳句から，言葉
の中に息づく日本の音を味わいます。

特集 　『平家物語』の音楽
国語科で学んだ『祇園精舎』を「平家」
で鑑賞します。


